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北大水産奨 報
39(4)， 237-256. 1988 

北海道南部の大当別川における水生昆虫相と

カジカ属魚類2種の食性

山本栄-*.後藤 晃“

仲谷一宏***・尼岡邦夫M ・

Aquatic Insect Fauna and Feedin~ Habits of Two 

Cottus Species in the Daitobetsu River 

of Southern Hokkaido 

Eiichi Y AMAMOTOへAkiraGOTO**， Kazuhiro NAKAYA叫*

and Kunio AMAOKA * * * 

Abstract 

From May to December of 1976， the aquaもicinsect fauna， abundance and biomass， were 
investiga七edin the DaiもobetsuRiver of southern Hokkaido. In addition， the stomach 
contenもsofもhebottom dwelling fish Cottus hang伽!gensisand C.加担問酎 werealso s七udied.

In the DaiもobetsuRiver， approximaもely70 species of aquaもlC ms田 tswere found， 
belongingもo33 families of the 7 orders， Ephemerop旬ra，Odona七九 Plecop七era，Megalop七era，
Trichoptera， Coleoptera and Diptera. The biomass of aquatic insects was generally high in 
spring and was low in au七umn

The stomach con七en七sof the七woCottus sp回 iesmostly consis七edof the larvae of aquatic 
insects throughouもthestudy period. The s七omachfullness index was high in spring and 
decreased rapidly from summer to autumn， remaining very low throughout winter. This 
seasonal change of the fullness index corresponded七othat of七hebiomass of aquatic ins凹 ts.

The two Cottus speci田 fedon the aquatic insects according to七heiravailabiliもy踊 prey，and 
fed on them boぬ driftingand directly from the bed of stream. 

In the area of sympatry during summer， C. hangiongensis fed maily on drifもingaquatic 
insects， while C. nozawae fed on ben七hicaquatic 田町七s. Analysis of Ivlev's electiviザ
indexes showed もhatin summer the 七wosp田1四 par七i七ionedもhemicrohabita七die七町ily.
However， the diet composition of the two species was similar in winter when habi同七
parもitioningdisappeared. 

We hypothesise that the feeding babits of the two Cottus speci四 arebasically similar， 
and出前七hedifferen田 ofdiet found beもweenthe七wosp田1田 insummer is attributableω 

七heirhabi七atpar七1もioning.

* 鳥取県栽培漁業試験場

(To仰向 PrefecturalLαb例 t仰 ofAquaculture) 

“ 北海道大学水産学部発生学遺伝学講座

(Lαborat仰 ofEmbryology α吋伽etics，F，αculty of Fi，巾 ries，Hok伯尚 Un即 ersity)

北海道大学水産学部水産動物学講座

(L伽 αtoryof M，αrine Zool哨 ，Faculty of F，柑 heries，Hokkα必oUni開閉ty)
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緒言

渓流に生息する魚類の多くはその餌生物として，主に水生および陸生昆虫を利用している。特

に，水生昆虫は河川生態系において，第二次生産者としての海におけるプランクトンのそれに相

当する役割を持ち，そこに生息する魚類の生育に欠くことのできない条件である。一方，渓流に

落下した陸生昆虫も，サクラマスやイワナなどのサケ科魚類の餌生物として重要な役割を有して

いる。それゆえ，渓流性魚類の生態研究，とりわけ食性に関する研究には，鋼生物としての昆虫

相の調査が不可欠である。

水生見虫の研究は欧米で古くから行われており，例えば Hynes(1961)は，イギリスに分布する

多数の水生見虫のあらゆるステージの幼虫が種まで容易に同定されうる状態にあると述べてい

る。また，多くの河川について水生見虫相に関する報告がなされており，それと対応させた魚類

の食性に関する研究も少なくない (Allen，1941; Hynes， 1961; Chasωn， 1969; Ellio仇， 1970， 

1973)。中でも， Ellio抗 (1967a，b， c， 1968， 1970)は，水生昆虫の生活史と流下現象を調査しそ

れとブラウントラウト (Salmot仰 tω)の食性との関係を詳細に検討している。

日本では水生見虫成虫の記載は比較的古くから行われてきたが，幼虫に関する研究の歴史は浅

く，研究者も少なし、。津田 (1962)は水生昆虫全般についての総説を著し，その検索に広く利用さ

れてきたが，なお未記載の種や，成虫と幼虫の関係などにおいて不明な点が多く残されていた。し

かし，最近になって，川合 (1985)の「日本産水生昆虫検索図説」が出版され，こうした点が大幅

に改善されるに至った。

一方，渓流性魚類の食性に関する調査報告は比較的多くみられる(津田， 1967; Honma， 1972 ; 

上原， 1973)。特に， Honma (1972)は周年を通して獲られた多数のイワナについて胃内容物の調

査を行い，その食性の季節変化を論じている。しかし，調査水域の水生昆虫相を明らかにした上

での魚類の食性研究は極めて少なく，著者らの知る限りでは，ヨシノボリ (Sawara，1978)とイワ

ナ (Furuk品W仕 Tan北九 1985)に関する報告があるにすぎない。

北海道においては， 1960年頃までは水生昆虫についての基礎的研究が乏しく，また魚類の食性

に関する研究も少なかった。しかし，近年サケ・マス瞬化放流事業の一環として，各地の河川で

餌生物としての水生昆虫についての調査が行われたこともあって，水生昆虫や魚類の食性に関す

る研究は一定の蓄積をみるに至った (}II合， 1966;阿万田ら， 1969;阿万田・今回， 1972a， b;河

村， 1978;帰山， 1979;後藤ら， 1979;後藤， 1981)。

本研究では， 1976年 5月から 12月にかけて，北海道南部の大当別川において実施した水生昆虫

相とその現存量に関する調査結果を報告すると共に，そこに生息する主要な底生魚であるカン

キョウカジカ Cottushang問tgensisとハナカジカ C.仰 zaωaeの食性について，水生昆虫に関する

結果と対応させて検討した。

本文に入るに先立ち，研究の過程で指導と助言を頂いた北海道大学前教授，故五十嵐孝夫博士

に深く感謝の意を表する。また，水生昆虫の同定にあたり御教授頂いた，同大学農学部昆虫学講

座に在籍していた服部寿夫氏，及び採集に協力頂いた，当時同大学水産学部学生の石野健吾氏(現

在，北海道立網走水産試験場)に心より感謝する。米国アラスカ大学ジュノー校の W.W.Smoker 

博士には本論文の英文添削をお願いした。記して厚く感謝の意を表する。

調査河川の概要と調査方法

調査河川の概要

北海道の渡島半島南部に位置する大当別川は桂岳(標高 735m)に源を発し，南流して上磯郡
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山本ら: 水生昆虫相とカジカ属2種の食性
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Fig. 1. Map of the Daitobe悩uRiver andも.he
study sites 

当別において津軽海峡に注ぐ，流程約 17kmの急峻な勾配の小河川|である。河口より約 5km上流

地点、で本流と下二股沢に分岐する。この下二股沢とその下流部の本流に 3調査地点 (St.I-3)を

設けた(図 1)。各調査地点の環境条件の概要は以下の通りである。

St.1:河口より 200m上流に位置する。標高約 5mであるが，河川|形態は中流型(水野・御勢，

1972)を呈し，川幅は 4-8mである。水流は比較的速く清例である。底質は砂利の多い石礁からな

り，沈み石が卓越している。ここでの生息魚種はアメマス，カンキョウカジカ，エゾハナカジカ，

ウキゴリ(中流型，淡水型)を含め，約 10種からなる。 St.2:河口より 3.5km上流，標高約 50m

にある。中間渓流型を呈し，川幅は 2-5mである。 St.Hこ比べて，淵，瀬を通して水位が深く，流

れも速し、。底質は大型の石礁からなり，浮き石が多い。生息魚種は，サクラマス，アメマス，

ナカジカ，カンキョウカジカ，ウキゴリ(中流型)およびヨシノボリ(ルリ型)の 6種である。 St.

3:本流との分岐点から約 300m上流の下二股沢に位置し，標高約 75mである。川幅は1.5-3m 

で，中間渓流型を呈する。水量は少なく，緩い勾配で小規模な淵と瀬が連続する。周りは林に覆

われ，夏期でも太陽光の照射が少なし、。底質は主に巨礁からなるが，ところどころに岩盤が露出

している。生息魚種はサクラマス，アメマス，ハナカジカが多く，カンキョウカジカも少数分布

する。

調査方法

1976年 5月上旬から 12月中旬までの期間に，上記した 3地点で水生昆虫とカジカ属 2種(カ

ンキョウカジカとハナカシカ)の調査・採集を行った。各月の各地点における調査は，同一日の 11

時(枇.1)，13時 (St.2)， 15時(枇.3)にそれぞれ行った。

水生昆虫については，調査地点毎に 0.125m2の定量採集と非定量採集を行った。定量採集には
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Tab!e 1. Number of sp田 imensofもwoCottus species observed in this s七udy.

Month 
Species Station Tota! 

May Jun. 1 Jun. 2 Jul. Aug. Sep. Oct. Nov. Dec. 

C. hangiongensis I 9 5 3 4 6 5 10 4 3 49 

2 9 3 7 6 10 5 2 43 

C. nozawαe 2 4 8 11 6 12 19 6 10 4 80 

3 3 4 6 7 16 5 8 49 

25cm方形枠付きサパーネット(津田， 1962)を用い，各調査地点で毎回 2度づっ行L、，それらを

合わせて各地点の標本とした。また，非定量採集に際しては，魚類の食性を検討する上で重要と

思われる水生昆虫の生態的特性についても観察した。各調査地点での採集場所は平瀬と早瀬の移

行部に設けた。得られた資料は5%ホルマリン溶液で固定した。定量採集標本は双眼実体顕微鏡

下で分類，計数し，化学天秤を用いて mg単位まで湿重量を求めた。なお，水生昆虫の分類・同定

は，主に津田 (1962)，上野 (1973)および川|合 (1985)に基づいて行った。また，水生見虫成虫お

よび陸生昆虫の査定，および生活史などの生態学的知見については，中根ら (1963)，朝比奈ら

(1965)，内田ら (1970)，上野ら (1971)を参照した。

各調査地点でのカジカ属魚類の採集は三角網を用いて行った。得られた魚は直ちに 10%ホルマ

リン溶液で固定された。夏期に採集された大型の個体については，同溶液に浸漬することに加え，

腹腔内にホルマリン原液を少量注入して固定した。保存標本のうち，カンキョウカジカ Cottus

ha叫炉ongesuとハナカジカ C.noz側 laeの体長 7cm以上の個体について体重と標準体長を測定し

た。その後，胃を摘出して胃内容物重量を測定すると共に，内容物の分類と計数を行った。そし

て，各個体の充満度を，胃内容物重量 (mg)/体重 (g)X1000によって，また肥満度を.(体重一胃

内容物重量.g)/標準体長 (mm)X 1000によって求めた。また，カジカ類の餌生物に対する選択性

を検討するためにイヴレフの選択指数 E，=r，-P，/r，+P，(ただし. r，は iとし、う種類の餌が胃内

容物中に占める割合. P，はその環境中に占める役割)を求めた (Ivlev，1955)。食性の調査に用い

られたカジカ属 2種の全標本数は，カンキョウカジカ 92個体，ハナカジカ 129個体であり，その

各調査地点での月毎の標本数は表 1に示された通りである。なお，ここで言うハナカジカとは，本

調査実施後にエソ守ハナカジカ C.amblysωmopsωと区別された，大卵型の河川陸封種のことであ

る(後藤， 1975a， b; Goω，1980)。また， 6月には 1日 (Jun.lと記す)と 29日 (Jun.2)の2回，

調査・採集を実施した。

水生昆虫相および現存量

1) 水生昆虫相

結 果

本調査期間に大当別川で採集，記録された水生昆虫を Table2に示した。それらは，蜂勝目 7科

21種，鯖蛤目 3科 4種，横麹目 6科 9種，広麹目 1科 1種，毛麹目 9科 23種，鞘麹目 2科 2種お

よび双麹目 5科8種の合計 7目33科 68種である。

2) 現存量および生態学的知見

各調査地点 (St.I-3)における定量採集標本を用いて，水生見虫の個体数と現存量を目毎に集

計し，その時期的変化を示した(図 2)。
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Table 2. Aquatic insects found in the DaiもobeもsuRiver from MayωDecember， 1976 

Order Ephemeropωra 
Family Siphlonuridae 

1. 1s側 ychi，αjαF側町αUlmer
2. Ameletus costαt叩 Ma七sumura

Family Hep七ageniidae
3. Epeon.必saesculus Imanishi 
4. E. αtijol切m Ueno 
5. E. ikαnonis Takah剖 hi
6. Ecdyon1必rusyoshidae Takah拙 hi
7. RhithrogenαjαF側化αUeno
8. Cinygmαsp. 

Family Baetidae 
9. Baetis sp. 
10. Baetiellαjαp側叩αImanishi

Family Leptophlebiid齢

11. Paraleptophlebi，αspinosαUeno 
Family Ephemerellidae 
12. Epheme問 llacrypω問 eriaImanishi 
13. E. trisp叩 αUeno
14. E 叫fα(Imanishi)
15. E. nigra U品no
16. E. setigerαBajkova 
17. E. orientalis Tshernova 
18. E. j叩開問 Gose
19. E. sp. 

Family Caenidae 
20. Caenis sp. 
Family Ephemeridae 
21. EphemerαJ叩側wαMcLachlan

Order Odonata 
Family Calopterygidae 
22. M叩 u;p叩問osαSelys
23. Cαlopterysω問 eliαSelys
Family Epiophlebiidae 
24. Ep叩'phlebia叫 pers加 Selys
Family Gomphidae 
25. Dα明 dismoiwαnus (Okumura) 

Order Plecoptera 
Family Taeniopterygidae 
26. 

Family Nemouridae 
27. Amph切emurasp. 
Family Capniidae 
28. 
Family Perlodid蹴

29. 1soperla asαkα叩 aeKohno 
Family Perlidae 
30. Kαmi隅 unαtibial悶 (Pic七et)
31. K. quad叩 tαKlapalek
32. Gibosi，αjezoensis Okamoto 
33. Cα叩肝Jαp肌メωKohno
Family Chloroperlidae 
34. S切eltsααbdominalis(Okamoも0)

Order Megaloptera 
Family Corydalid帥

35. Proωhe円nesgrandis Thunberg 

Order Trichop旬ra
Family Sもenopsychid帥

36. Stenopsyche marmoratαNavas 
Family Philopotamid帥
37. Do句hiゐdessp. 

Family Hydropsychidae 
38. H ydropsyche br側 lineαω(Iwata)
39. H. 。付entαlisMartynov 
Family Rhyacophilid帥

40. Rhyacophila transquilla Tsuda 
41. R. 制 gr，町 ephαIαIwata
42. R. k高山αmuraeTsuda 
43. R. ku叩αyamαiSchmidt 
44. R. shikotsuensis I wata 
45. R. hokkαidens柑 Iwata
46. R. yα隅 αnakensisIwata 
47. R. br四九cephalaIwata 
48. Apsil，田 hor捌 αsutshαnum(Marザnov)
Famiy Glossosoma七idae
49. Glossos開問 αltα問必m Martynov 
50. G. 問。ps(Tsuda) 
51. Agαpetus sp 
Family Phryganeid蹴

52. EubasilissαT句叩α(McLachlan)
Family Brachycentridae 
53. Br，即 hyc澗 trussp. BA 
54. Mもcrosemαsp.MA 
Family Limnephilidae 
55. Apαω.ntlαsp. 
56. Nothopsyche sp. NA 
57. 仇 er，α河川αBanks
Family Lepidostomatid蹴

58. N，印 severiniacr田s~ωrnis (Ulmer) 
Order Coleopもera

Family Dyもiscidae
59. Plαtambus sp. 
Family Helodid嗣

60. Helodes sp. 
Order Dip七era
Family Tipulid蹴

61. Ti仰 lαsp
62. Antocha sp. 
63. E向。cerlαsp.EB 
64. Ped悶 αsp
Family Blepharoceridae 
65. Amおαiザusωω 隅 inorKita1叩 m
Family Simuliid嗣

66 
Family Chironomidae 
67. 
Family A曲目icidae
68. ふげ句切αcaerul冊目別 (Brunetti)
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S七.1においては， 5，6月にミヤマタニガワカゲロウ属，カミムラカワゲラおよびヤマトビゲラ属

などの越冬世代幼虫が出現するとともに， 7，8月にはマダラカゲロウ属とヤマトビケラ属の夏期

世代幼虫が多数出現し，個体数および現存量とも高い値を示した。しかし，秋以降には越冬世代

幼虫の出現が少なく，現存量も低い値を示した。 St.2では， 5月に主に蜂勝目の越冬世代幼虫の出

現によって高い現存量を示した。その後，この越冬世代幼虫は羽化し消失したが，マダラカゲロ

ウ属などの夏期世代幼虫が出現したために高い現存量が維持された。 9月には，夏期世代幼虫が羽

化消失したために，極めて低い現存量しか認められなかった。しかし，その後エノレモンヒラタカ

ゲロウやミヤマタニガワカゲロウ属などの豊富な越冬世代幼虫の出現により，個体数と現存量は
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増加した。なお， 8月， 10月と 11月の標本には，へビトンボの大型幼虫が混入したために極めて

高い現存量を示した。 8t.3では， 5月に蜂勝目の越冬世代幼虫が多く出現したために，高い現存量

を示した。しかし， 6月から 9月の期間には夏期世代幼虫はわずかしか出現せず，全般的に低い現

存量であった。このうち， 6月 1日と 7月には高い現存量が認められたが，それはムカシトンボあ

るいはヒゲナガカワトピラケラの大型幼虫が採集標本に入ったためであり，偶発的なものであろ

う。 10月以降には，越冬世代幼虫が多数出現し，個体数と現存量が共に増加した。

以上のように，本流下流部の 8t.1では，現存量は夏期に高く，冬期に低い。対照的に，上流の

支流 8t.3では現存量は夏期に低く，冬期に高し、。そして，本流中流部の St.2では，夏期および冬

期とも豊富な現存量を示すという特徴が認められた。

定量採集した標本の時期別の水生昆虫の種組成と出現頻度(表 3)，およびそれらの出現時期と

生態的知見について，カジカ属 2種の食性を検討する上で重要と思われるものを中心にその特徴

を概説する。

蜂勝目幼虫は 7科 21種が記録された。このうち，ヨシノマダラカゲロウとミットゲマダラカゲ

ロウは 5月から 8月の期間に限って多数出現した。マダラカゲロウ属幼虫はすべて緩慢な旬旬運

動を示し，河川内の至るところに分布したが，水流の極めて強い早瀬では個体数が少なかった。コ

カゲロウ属幼虫は全地点で多数みられたが，特に St.2では全期間を通して出現した。 5月に得ら

れた傭体の多くは大型の越冬老熟個体であったが，夏期に採集されたものはそれより幾分小型で

あり，明らかに春期以降に発生した夏期世代幼虫であろうと推定された。エルモンヒラタカゲロ

ウは全地点，全期聞を通して多数出現した。 5月および冬期には，大型の越冬世代幼虫が卓越した

が，夏期には小型の夏期世代幼虫の出現が認められた。水流によく適応した扇平な体形をした本

種の幼虫は早瀬に多く，特に急流中の大きな岩石には極めて多数の個体が認められた。シロタニ

ガワカゲロウは 6月から 9月の期間にのみ出現した。ヒラタカゲロウ属幼虫と同様に，急流によ

く適応した種であるが，その分布は早瀬に少なく平瀬に多いというように，エノレモンヒラタカゲ

ロウの分布とは対照的であった。

毛麹目幼虫は 9科 23種が記録された。このうち，ヤマトビケラ属幼虫は 8t.1とSt.2において

明らかに二化性であり， 2世代が出現することが認められた。ヤマトビケラ科幼虫は，小石からな

る半楕円形の巣簡を有し，石面に付着しているのが観察された。平瀬から早瀬の流心部に至るま

でほぼ一様に分布し，特に凹凸の激しい石面に多くみられた。前踊および蝋の入っている巣筒は，

強く岩面に固着していた。各ステージにおいて，巣筒の分布に違いは認められなかった。造網型

毛週目幼虫であるコガタシマトビケラは， 8も.1とSt.2で春期および夏期に出現した。また，ウル

マーシマトビケラは全地点を通して全期間に多数出現した。両種とも河床の石面のくぼみに糸を

はいて網状に造巣し，その中に潜む習性が観察された。コエグリトピケラの一種およびニンギョ

ウトピケラは，春期から夏期の聞に小石からなる巣筒を持った大型個体が採集されたのに対し，冬

期には両種とも微細な砂つぶからなる巣筒を持つ若齢幼虫として観察された。オオカクツツトビ

ケラは全地点で全期間にわたって多数出現した。本種幼虫は植物質の角型巣簡を有すると記され

てきた(津田， 1962)。しかし，若齢幼期は，コエグリトピケラやニンギョウトピケラの若齢幼虫

と同様に，砂つぶの円筒形巣筒を有しており，成長に伴って植物質の巣筒へ移行することが観察

された。本種は河床の石面にミノムシに似た状態で付着しており，水流の緩い平瀬や早瀬の瀬脇

に多くみられた。

双麹目幼虫は 5科 8穫が記録された。ブユ科幼虫は全地点で出現した。特に，夏期に Sι2では

早瀬の流心部に位置する大型の岩石の表面に集団で固着しているのが観察された。ユスリカ科幼

虫はごく普通に採集されたが，春期に St.1で特に多く採集された。生息場所は淵尻や平瀬などの

流れの緩慢なところであり，シルトの覆った石の表面や石聞のシルトに潜んでいる個体が多く観
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Table 3. Wet weight (mg) and number (in parentheses) of aqua七icinsects found in the monもhly

non-quan七iωtivesamples or in the stomach contents of sculpins. 

呂も I

May Jun.1 Jun.2 Jul Aug Sep. Oct. N ov D四 May Jun.l Jun.2 

1. jap開 問 1( 1) 24( 3) 6( 3) 
A 叩 stalω 13( 1) 十 4( 1) 

E. aesculus 
E. latiJoliu隅 + 15(3) 20( 2) 22( 6) 13( 8) 17(3) 6(1) 22(1) 539(23) 510(29) 39( 6) 

E. ik潟削ms + 
E. yosh必出 1( 2) 3( 1) 

R.japoni岨 1( 2) 8( 2) 1( 1) 15(4) 

Cinygma sp 280(26) 8( 4) 11(1) 1O( 1) 139(14) 45( 5) 

Ba.etis sp 9( 3) 2( 2) II( 5) 1( 2) 2( 1) 34( 7) II( 8) 9( 6) 

B. japoni岨 + 1( 1) 3( 1) + + + 
P. spinosa 15( 2) 2( 1) 5(4) 5(2) 28(14) 91(10) 1( 1) 

E. c可申的問'"α 63(21) 310(26) 150(25) 60( 8) 1( 1) 225(48) 126(15) 

E. t間 :pzna 6( 6) 65( 9) 34( 2) 82( 5) 18( 1) 

E 叩ifa 十

E. n噌<ra 52( 2) 2(1) 十 140( 5) 

E. setige叩 5( 1) 7( 4) 
E.o仰 のt帥I臼 2( 1) 8( 1) 

E. japoni岨
E. sp 3( 1) 
C田冗俗 sp 十

E.j叩om岨 6( 2) + 38( 1) 83( 1) 
M. pru叩 osa 十

C. cornel抽 十

E 四 F附 加 + 
D. moiwanus + 

TA雌mpnhIOapne回wrBy147gaEds&p e 
1(1) 3( 1) 

38(10) 

Capniid酷 14(12) + 
1. asakawαe 85( 1) 5(2) 78( 1) 

K. tib叩lis 137( 2) II( 5) 1(2) 99(1) 13(2) 40( 1) + 
K.quαdra臼 6( 1) 。}ezoe陀S1S 19( 1) 

C.pωJ西 田 5( 1) 
S. abdominαlis 十 2( 1) 3(1) 6(2) 3( 1) 十 1( 1) 
P.graηdis + + + 160( 2) 
s間 armOffltα 十 138( 2) 26( 1) 101( 1) 

Do均h曲 dessp 
H. b開吋lin師師 6( 2) 37(10) 17( 2) 1O( 2) 1(1) + 60(11) 
H. orien師t悶 47( 2) 36( 3) 13( 2) 2( 1) 23(9) 41(2) 5(2) 8( 2) 51( 4) 10( 5) 76( 5) 
R. t冊出quilla 十

R 削gro<却hala 24( 1) 
R. kawa四 urae 1( 1) 26( 2) 十

R. kuwayam回 + 17( 1) 
R. shikoぉuen削

R. hokka地別協

R. yamaηakensis 十

R. brevi叩phala
d 剛 tsh焔剛間 + 15( 1) + 52( 4) + 十

Glossos酔 naspp 446(52) 911(81) 195(47) 92(56) 6(2) + 26( 4) 108( 7) + 
Ag，α:pet-旧 sp

E 開!l'na
Br即 hy'即 ttrussp. BA 52( 2) + 4(1) + + 十 十

Microsema sp. MA 4( 1) 十 + 
Apataniαsp 8( 1) 十 3( 1) + 5( 1) + II( 2) 
Noth叩sychesp. NA 十。Jα:pomca + + + + + 19( 2) 54( 3) 

N. cr:田"曲冊ω 46(11) 38( 1) 31( 4) 1O( 2) + + 1(1) + 13( 6) 3( 1) 112(16) 23( 5) 

Platambus sp + 
Helodes sp 

Tipula sp + 3( 1) 十

An臼d岨 sp I( 1) 13( 5) 36( 3) 2( 1) + + + 3( 1) I( 1) + 
Eri町'erasp. EB + 77( 1) 134( 1) 20( 1) 十

Ped間 asp 十 2( 1) 2( 1) + 
A. iψ刷醐 十

自imuliidae + + 十 4( 1) 十 3( 1) 
Chironomid師 4( 6) 5( 7) I( 1) 3( 5) 2( 4) + 1(1) 十 4( 6) I( 1) 2( 4) + 
S. caeru師団ns + 十 23( 2) 

1230 1195 495 630 275 73 155 130 156 1452 1321 731 
(122) (148) (55) (94) (96) (22) (17) (14) (49) (91) (136) (11) 
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quan七itativesamples at each of 3 siωs. Plus signs indica句 もheoccurrence only inもhe

Stん2 St.3 

Jul Aug Sep Oct Nov D田 May Jun.l Jun.2 Jul Au耳 Sep Ocι Nov. 

37( 3) 

3(3) 

2( 1) + 
35( 2) 

27( 9) 13( 5) 1O({) 68(11) 170(10) 123( 8) HO( 8) 26(7) + 17(5) 十 + 117(17) 102(8) 

1O( 1) + 十 7(6) 3(2) 

1( 1) 3( 3) 4(1) 

3( 1) 5( 2) 78(15) 128(15) 30( 2) 20(3) + 3( 1) 4(3) 

3( 5) 2( 4) 9(4) I( 1) 3( 3) 2( 2) 66(15) 2(2) 2(1) 8( 4) 4(3) 

I( 1) 

+ + 4( 2) 寸一 1(1) + 1(1) 1(1) 1( 1) 

135(31) 81(15) 16(2) 9(2) 8(1) 

10(1) 

十 + 
+ 8( 4) 14( 3) 17( 1) 

2( 1) + 101( 4) 6(2) 23( 5) 73(7) 

5( 2) 

+ 

+ 19(9) 33(6) 十 19( 2) 

+ 十 513(1) 

+ + + 十 + 十 + 25(2) 

II( 5) 2(2) 

2( 3) 

¥4( 7) 十 22( 5) 11(1) 

1( 1) 3(1) 19( 1) 9( 3) 8( 1) + 
4( 1) 122(1) 9(1) 

3( 1) 7(1) 11(1) 8(2) 7(1) 

6(1) 

1( 1) + 5( 2) 4( 3) 3( 1) 4( 2) 13(4) 

+ 945( 2) + 1749( 3) 922( 2) 

16( 2) 5O( 1) + 十 + 418(2) 350(1) 14(1) 17( 1) 22(1) 

13( 1) 

45( 6) 13( 2) 18(3) 56(10) 6( 2) 18( 2) 17( 2) 109(6) 32(1) 十 8(2) 7( 3) + 
4( 3) 10(3) 5( 1) 7( 1) 31( 4) 2( 1) 

56( 2) 10(1) 53(3) 1( 1) 

十 3( 1) 1(1) + 
+ + 十 1(1) 

3(1) 

十

16(1) 1O( 1) 

1O( 1) 45( 3) 16(2) 22(1) 8(1) 15(1) 6( 1) 8(1) 

25(13) 63(29) 2(1) 10( 3) 12( 2) 1( 1) 11(3) 3(1) 3(1) 

2(1) 6(2) 

十 + 
12( 7) 37(15) 5(1) II( 1) 34( 3) 16(1) 

+ + 十 13(1) + 十

+ 
4l( 2) 144( 3) + 十 十 + 105(6) 16(1) + + 
3( 1) 9( 4) + 2( 1) IO( 3) II( 7) + 14(3) 14(6) 15(6) 31(2) 1(1) 17( 4) 44(7) 

+ + + 1(1) 1(1) 

+ 十 + 21(2) 22(1) 2(1) 55( 1) + 
十 十 + 十

143( 1) + 7( 1) 

IO( 4) 13( 4) ¥O( 5) 

14( 4) 7( 1) 

13( 8) 十 十 5( 1) 3(1) 2(1) 十 2(4) 

I( 1) I( 1) + 4( 6) 1( 1) 3( 5) + + 2(2) 1(1) + + 3(2) 

2( 1) 6( 2) 3(1) 6( 1) 16(1) 40(2) 3(1) 28(5) 

585 1432 71 1960 1273 436 730 646 254 ¥092 250 97 310 312 

(97) (100) (20) (56) (55) (73) (36) (36) (27) (45) (19) (16) (47) (46) 
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The fi伊uesrepresent the number Table 4. Composition of sもomachcontents and七heaverage number of each i七emfound in Cottus hangi，側 g開問

calculated per 10 sculpins. 

E.lαtijolium 
E. ikαηonis 
E. yoshidae 
Cinygmαsp 
Baetis sp 
B. japoni叩
E. cryptomeriα 

E. trispina 

E 叫fα
E目 ηUJr，α
E. setiger，α 
I 旧 αkα開 αe

K. tibial叩

S. abdom日 間lis
P. g叩 nd時
H. br，即色。lineαta

H.ori側 tαlis

R. transquilla 
R. kawamurae 
R. kuwayαm叫

R. yαmanakensis 
A. sutsuhanum 
Glossoso叩 αspp
Brachycentrus sp. BA 
Mic四 S酔削 sp.

Apataniαsp. 
G. j，α.ponica 
N. cras何回rms
An臼chasp 
E四ocerasp. EB 
Simuliidae 
Chironomidae 
Porcellio 
Millipedes 
Gam皿町田

Egg of salmonid fish 
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143.3 10.0 4.0 1.0 73.3 6.7 
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16.0 

2.0 23.3 



The figures represen七thenumber Table 5. Composition of stomach conten臼 and七heaverage number of each item found in Cottus nozawae. 

calculated per 10 scul pins. 
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A. costal由
E.latずolium
E. yoshidlU! 
R. j旬開町α
C問y伊nαsp.
Baet回 sp.
B. japonica 
E. cryp臼meruz
E. t向sp肌 α
E. rufa 
E. n旬れα
E. setigera 
E. japo明日α
E. jα:ponua 
E. surpers白S

D. moiwanus 
Capniidae 
1.田 ak刷即

K. tibialis 
s.αbdo明間αlis
H 肝 ien加lis
R. transq叫 lla
R. kuwayam叫

Gu>ssosoma spp 
Br，田 hycentrussp. BA 
Apa加nwsp 
N othopsyche sp. N A 
G. japonicα 
N. cr田 S町orn時

Heu>des sp 
F門戸uasp 
Anthcha sp. 
Er叩cerαsp.EB 
Pedic叫 sp
Simuliid蹴

Chirono皿idae
Gordius 
Oligochaeta 
Land-snail 
Porcellio 
Ga皿皿arus
Hymenopもeralarva 
Dip胞iralarva 
Lepidop師団 larva
Egg of sal皿onidfish 
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察された。

カンキョウカジカおよびハナカジカの食性

Sも.1においては，カンキョウカジカのみが瀬と淵のいずれの河床からも採捕された。 St.2では

カンキョウカジカが主に瀬で，ハナカジカが瀬と淵の両方で採捕され，両種の生息密度は他の調

査地点よりも著しく高かった。 St.3ではほとんどハナカジカのみが採摘された。

1) 両種の胃内容物

カンキョウカシカとハナカジカの胃内容物の組成と数量を地点別，月別に，それぞれカジカ 10

個体当りの出現数に換算して示した(表 4& 5)。表 4と5から明らかなように，両種とも胃内容

物中の餌生物は大部分水生昆虫から成った。

St.lにおけるカンキョウカジカの胃中には，ヤマトピケラ属幼虫とオオカクツツトビケラが5

12月の期間を通して多く出現した。春期にはユスリカ科幼虫が多量に摂食されており，春期およ

び夏期にはヨシノマダラカゲロウ，コカゲロウ属幼虫およびブユ科幼虫が多く摂食されていた。冬

期にはニンギョウトビケラが多く出現し，またオオカクツツトビケラも比較的多かった。なお， 10

月にはサケ科魚類の卵を摂食していた個体が認められた。 Sも.2でのカンキョウカジカの胃内容物

中には，春期および夏期にコカゲロウ属幼虫が多量に出現した。この外，ヨシノマダラカゲロウ，

エルモンヒラタカゲロウ，シロタニガワカゲロウ，ヤマトビケラ属幼虫，ブユ科幼虫および，ユ

スリカ科幼虫も多く摂食されていた。増水のあった 6月 29日には，マダラカゲロウ属幼虫，コカ

ゲロウ属幼虫，ユスリカ科幼虫が著しく多数摂食されていた。オオカクツツトビケラは秋以降わ

ずかに摂食されていたに過ぎなかった。この地点では水生昆虫以外の動物は胃内容物中に全くみ

Fig.3. Mon七hlychange of average fullness 

indexes of s七omachs in two Oottus 
speCles. 
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山本ら: 水生昆虫相とカジカ属2種の食性

られなかった。

sι2におけるハナカジカの胃中には，もっとも多種多様な餌生物が認められた。 5-12月を通し

てヤマトビケラ属幼虫とオオカクツツトピケラが多く出現した。また，夏期にはヨシノマダラカ

ゲロウ，エルモンヒラタカゲロウ，シロタニガワカゲロウおよびニンギョウトビケラが多く摂食

されていた。増水があった 6月29日にはコカゲロウ属幼虫とユスリカ科幼虫が多量に摂食されて

いた。この外，調査期聞を通してハリガネムシ，ヨコエビなどの水生動物やミミズ， ワラジムシ

などの陸生動物を摂食していた個体が認められた。 St.3でのハナカジカの胃内容物には，夏期に

ヨシノマダラカゲロウとヤマトビケラ属幼虫が多量に出現した。また調査期聞を通して，オオカ

クツツトビケラが比較的多く摂食されていた。

これらカジカ属 2種が摂食していた水生昆虫のサイズについてみると， 5，6月には越冬後の大

型高齢幼虫が多く， 7月以降は小型の若齢幼虫がその主体となることが認められた。

2) 両種の充満度および肥満度

カンキョウカジカとハナカジカの平均胃充満度の経時的変化を地点別に示した(図 3)。ただし，

平均充満度の計算に際しては，ヨコエビ， ミミズなどの大型動物を摂食していた個体はその値が

著しく高かったので除外された。充満度は， 2種ともいずれの地点で、も春期に高く，夏期から秋期

に著しく低下した。そして，夏期においてハナカジカはカンキョウカジカよりも明瞭に低い値を

示した。 10月以降には，両種とも全地点で空胃の個体が多く認められた。

両種の平均肥満度の経時的変化を図 4に示した。全体的に，カンキョウカジカはハナカジカに

比べて低い肥満度を示した。このことは，元来前者は後者よりも細長い体形をしていることを示

唆する。カンキョウカジカ (St.lとSt.2)および St.2のハナカジカは類似した肥満度の経時的

変化を示した。つまり，産卵期直後にあたる 5月では低い肥満度にあったが， 6月から 7月にかけ

て肥満度の著しい上昇が認められた。そして，その後は 11月までほぼ高い値を維持した。一方，

St. 3で、のハナカジカは，春期に高い肥満度にあったが夏期には顕著な低下を示した。
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3) 両種の餌選択性

生息、場所に分布する水生昆虫の側からカジカ属 2種の食性を検討するために，生息環境中の水

生昆虫の定量標本およびカンキョウカジカとハナカジカの胃内容物中に出現した水生昆虫を，津

田 (1962)に従い，造網型 (netトspinning も，ype)，旬旬型 (crωping type)，携巣型(case-bearing 

type)，固着型 (attachingtype)，遊泳型 (swimmingtype)および掘潜型 (buη'Owingtype)の6

つの生態型に分類して個体数比率で表示した(図的。

全地点を通して造網型と旬旬型幼虫は，胃内容物中に占める割合が環境中のそれに比べてかな

り少ないことから，その利用容易性が低いことが示唆された。対照的に，携巣型と遊泳型幼虫は，

胃内容物中の割合が環境中のそれよりも著しく多いことから，極めて高い利用容易性を有するこ

とが示唆された。そこで，カジカ属 2種の側から食性をより詳しく検討するために，換言すれば

これらの魚種が生息環境中に存在する水生昆虫をその生態型別にいかに選択して利用しているの

かを明確にするために，各魚種の生態型別の餌に対する選択指数 (Edを示した(表 6)02種の共

存域である飢.2では，カンキョウカジカは春期と夏期には遊泳型と掘潜型幼虫を選択的に捕食

し，秋期と冬期には携巣型幼虫を主に選択的に捕食することが認められた。一方，ハナカジカは，

ほぼ全期聞を通して携巣型と掘潜型幼虫を選択的に捕食すると判断された。
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Table 6. Ivlev's electivity index for two Cottus species to 6 ecologicalもypesof aquaもlCms田弘

c. hangionge明白S C. nozaw回

St Month 
NS CR CB AT SW BU NS CR CB AT SW BU 

May 1 -0.62 -0.64 0.08 0.88 

Jun -0.89 -0.84 -0.85 0.18 0.89 

Jun -0.09 -0.58 0.75 一一0.46 0.75 

Jul I 一0.51 0.18 - -1 

Aug. I 0.23 -0.40 0.85 -1 

Sep l -0.61 0.70 

Ocも. -0.26 -0.83 0.87 一一1

Nov. -0.39 -0.75 

Dec 1 0.55 0.54 -1 0.54 

2 May -1 -0.18 0.21 -1 -0.50 。.94
Jun 0.21 -0.78 -0.45 0.29 0.84 -1 -0.30 0.51 0.09 -1 

Jun -1 -0.58 -0.88 -1 0.67 0.90 -0.95 -0.70 0.19 -1 0.43 0.95 

Jul I -0.55 -0.01 -0ι7 。ー72 0.80 -1 -0.46 0.48 -1 -0.12 0.73 

Aug. 1 -0.56 -0.78 0.39 0.90 -1 0.46 0.16 0.38 0.57 

Sep I 0.49 0.63 0.22 -0.01 -0.48 0.63 0.16 

Oct 1 -0.16 0.48 -1 一1 0.57 -0.24 -0.42 0.81 -1 -1 

Nov. 0.67 -0.18 0.29 -1 0.15 -1 1 -0.66 0.75 -1 -0.43 0.33 

Dec. -1 -0.37 0.38 - -1 0.65 -1 -0.67 0.41 -1 0.72 

3 Jun. l 。 0.60 -1 -1 1 

Jun -1 0.05 -0.28 0.67 

Jul. 1 -0.38 0.61 -1 l 

Aug. l 0.48 一一1

Sep 0.14 -0.59 0.82 一 -0.11 -0.46 

Oct l 0.62 0.70 I 0.68 

Nov. 0.59 -0.23 0.15 -1 0.59 -0.03 

NS: Net-spinning type， CR: Creeping type， CB: Case-bearing type， AT: A悦蹴hing type， 
SW: Swimming type and BU: Burrowing type. 

考察

大当別川の水生昆虫相の特徴と現存量

今回記録された水生昆虫は 7目33科 68種であった。この種数は大当別川のような小河川とし

ては決して少なくなく，道内の河川についての既存の報告(川合， 1966;帰山， 1979など)と比

較してもそれを上回っている。そして，多くの種は各地点で共通して出現しており，地点の特異

性を示す例は 8t.3のコヤマトビケラ属の出現などわずかにすぎなかった。このことは，大当別川

の流程に沿った環境条件の変化が水生昆虫群集の種組成そのものを大きく変えるほどのものでは

ないことを示すと共に，同一地点の群集が極めて多様性に富んだものであることを示している。

一方，水生昆虫の現存量には地点によって相違が認められた。飢.2では春一夏期および冬期とも

現存量が大きい。これに対して， 8七.1および 8t.3では全体的に現存量が小さく，特に 8t.lでは

冬期に，また 8t.3では夏期に著しく小さい。各地点別にみると， 8t.2では中間渓流型を呈し，浮

き石が多L、。また，流れも速く，水生見虫の生育空間は立体的で‘大きい。旬旬型の蜂勝目幼虫が

豊富に存在しており，夏期世代および越冬世代の両者とも現存量が大きい。日照量は周年を通し

て大きく，桂藻などの繁茂も良好で，水生昆虫の生産性は高い。一方， 8七.3では， 8t.2と同様に
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中間渓流型を呈するものの，水量は少なく，夏期においても太陽光の照射が著しく少ない。この

ことから，夏期の水生昆虫の生産性は高くなく，夏期世代の出現も少なし、。これに対して， St.lで

は，中流型を呈し，沈み石が卓越している。それゆえ，水生昆虫の生育空間は小さく，儒旬型の

幼生は少ない。石の上面を利用するヤマトビケラ属幼虫が春期から夏期に卓越しているが，秋一冬

期にはその減少によって全体の現存量は小さくなる。以上のように，各地点とも主要な構成種に

関しては共通しているものの，渓相によって現存量と種の個体数組成に相違が認められる。すな

わち，水生昆虫の現存量は，河床の立体的構造ばかりでなく， 日照などの環境条件にも大きく影

響を受けると考えられる。

一般に，水生昆虫群集は，構成種の各々の季節経過に対応した生活史(幼虫の出現時間や羽化消

失時期，および幼虫の生態型)の総和として捉えることができる。現存量の季節変化も様々な生活

史を持つ各種の生息量の合計の変化で、あり，これには大当別川の各地点で共通した変動傾向が認

められる。すなわち，現存量は春期に大きく，夏期にはやや小さし、。そして，秋期には著しく減

少し冬期には徐々に現存量が回復する。例えば， Sも.2における 5月と 9月の現存量には 20倍以

上の差が存在した。この変動をもたらす要因は，主に水生昆虫の羽化による水中からの消失であ

ろう。事実，多くの分類群の昆虫において，越冬世代の羽化の盛期は 5-6月に，また主に年 2化

性種の夏期世代の羽化期は 7-9月にある(津田， 1962; JII合， 1985)。本研究で認められた現存量

の顕著な変動はこうした羽化期のズレによって形成されたので、あろうと考えられる。また，この

変動は水生昆虫群集の一つの特性で、あり，水生昆虫を餌生物として利用している魚類の生活史に

も大きな影響を与えるであろうと考えられる。

各地点を通した現存量のレベルについてみると，春期に 0.125m2当り 0.7-1.5g にあった。これ

は造網型幼虫が少なく蜂勝目や携巣型毛麹目の昆虫を優占種とする群集としては，比較的大きな

値である。津田 (1962)は，日本の渓流では現存量の大きな群集は造網型幼虫(ヒゲナガカワトピ

ケラなど)が優占種である場合が多く，特に 0.125m2当り 2.5g以上の現存量を有する群集では

通常その重量が 80%以上占めることを示している。さらに，こうした状態がその場所で、の水生見

虫群集の極相であり，河床における水生昆虫群集の安定度の指標になると指摘している。従って，

大当別川は，各地点で造網型幼虫が少なく，かつ河床の群集安定度が低いことから，環境条件の

変化が生じた場合現存量も大きく変動するという特徴を有すると判断される。

カンキョウカジカとハナカジカの食性の特徴

カンキョウカジカとハナカジカはいずれも春期に極めて高い胃の充満度を示した。そして，環

境中にはこの時期に水生昆虫の越冬世代に基づく高い現存量が存在した。それ故，カジカ類の高

い充満度は餌生物の側の好条件と水温の上昇に伴う魚の摂餌活動の活発化が重なることに起因し

たのであろうと考えられる。一方，夏期には全地点で充満度の低下が見られた。この充満度の低

下は，夏期における水生昆虫の越冬世代の羽化消失による現存量の低下とよく対応している。特

に， St.3におけるハナカジカは夏期に著しい充満度の低下を示し，さらには肥満度の低下も示し

た。これは，下二股沢では夏期世代の出現が極めて少なく，現存量も著しく低いことと対応して

いる。 St.lおよび St.2では，より多くの夏期世代幼虫の出現が認められ，カジカ属2種とも夏期

に肥満度の上昇を示した。それ故， St.3のハナカジカの充満度および肥満度の低下は，環境中に

おける越冬世代の羽化消失と共に，夏期世代の出現が乏しいとし、う環境条件に起因すると考えら

れる。これらのことは，水生昆虫の夏期世代がカジカ属 2種の成長を保障する餌生物として重要

な役割を有することを示唆する。

一般に，魚類の摂餌生態を論ずる場合，魚の側の摂餌行動・習性と共に餌生物側の生態的習性

が考慮されなければならない。 Allen(1941)は，多数の魚の平均的な胃内容物組成をその生息場
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所の生物相と比較すれば，餌生物の利用容易性が理解できることを示した。本研究では，カンキョ

ウカジカとハナカジカに対して携巣型と遊泳型幼虫が高い利用容易性を持つことが示唆された。

そして，共存域である枇.2では，カンキョウカジカは春期と夏期には遊泳型と掘潜型幼虫を，ま

た秋期と冬期には携帯巣型幼虫をもっぱら選択的に捕食し，ハナカジカはほぼ全期聞を通して携

巣型と掘潜型幼虫を選択的に捕食することが示された。

こうした水生昆虫の生態型によって利用容易性が異なることについては，これらの水生昆虫の

行動的・生態的習性からも理解が可能である。つまり，造網型毛麹目幼虫は石礁と石礁との間，石

礁のくぼみに造巣しており，一般に索餌活動中の魚にさらされる機会が少ない。また， 1罰旬型幼

虫はどれも流水中にある石の表面で素早く動く能力を持つことに加え，その多くは負の趨光性を

有する (Ellio此， 1967c)ために昼間は石の下に隠れている。それ故，これら水生昆虫の生息場所や

行動習性はカジカ類にとって，その餌としての利用容易性を低下させることをもたらすであろう。

一方，携巣型毛麹目幼虫は一般に石の表面に密着，あるいはミノムシ状に付着しており，索餌中

の魚に直接さらされ易L、。かれらがカジカ属 2種に対して高い利用容易性を示すのは，こうした

行動習性と関係していると考えられる。

遊泳型蜂勝目幼虫の高い利用容易性は，これらが水流に対する抵抗性が弱く，流下し易いこと

と関係しているようである。河川における底生動物の流下現象は洪水時以外でもみられる一般的

なものであり(田中， 1960; Ellio悦， 1967a， c， 1968)，魚類の餌生物としてZ重要な役割を持つことが

知られている (Ellio此， 1967b)。そして，流下昆虫の組成中には，水流に対する適応度の低い昆虫

ほど高い割合を占めることが知られており，この適応度と流下容易性には負の相闘が認められる

という (Ellio此， 1967a)。日本の河川では，特にコカゲロウ属などの遊泳型蜂勝目幼虫およびユス

リカ科幼虫の流下量が著しく多い(田中， 1960;御勢ら， 1967)。しかし，水生昆虫の流下量は一

般に夜間に多く，昼間には少ない(田中， 1960;御勢ら， 1967; Ellio批， 1967a)。本研究で調査し

たカジカ属 2種はいずれも正午前後に採捕されたものであるので，その胃内容物は昼間に摂食さ

れたものが大部分を占めると推定される。カジカ属魚類は一般に夜行性であり，摂餌活動も夜間

に活発である (Eroery，1973; Broadway and Moyle， 1981; Hoeksもraand Janssen， 1985)。従って，

これらカジカ類は本調査結果よりも，本来より多くの流下性水生昆虫を摂食していると推測され

る。

流心部に生息する滑行的生活型鮮勝目幼虫のうち，エルモンヒラタカゲロウのように水流への

適応度の大きいものは，現存量に比べて被摂食量が小さく，逆にシロタニガワカゲロウのように

その適応度の小さいものはその現存量に比べて被摂食量が大きい。さらに，そのことは適応度の

より小さいコカゲロウ属幼虫で一層極端な状態で認められる。これらのことは，カジカ属 2種に

とっての水生昆虫の利用容易性がその昆虫の流下容易性と密接に関係していることを示唆する。

一方，マダラカゲロウ属幼虫の現存量に対するカジカ属 2種による摂食量はほぼ一様に低かった。

Ellio此 (1967b)は，マダラカゲロウ属幼虫 Ephemerellaigniωが大きな現存量を有するにも拘ら

ず，流下見虫中にも，またブラウントラウトの胃内容物中にも低い割合でじか出現しなかったこ

とを報告している。このことは， lroanishi (1938)がマダラカゲロウ属幼虫を潜伏旬行的生活型に

属するとしたことと符合する。本属幼虫は流心部を避けて生息するために流下容易性が低く，そ

のために被摂食量が少ないのであろう。さらに，携巣型毛麹目幼虫について見ると，大部分は巣

筒ごとカジカ属 2穫に摂食されていた。 Ellio悦(1968)によれば，携巣型毛麹目幼虫では小石の巣

筒を持つ高齢幼虫は全く流下することがなく，ヤマトビケラ属幼虫などでみられる流下は巣筒を

欠く場合にのみ起こるという o 従って，携巣型毛麹目幼虫はカジカ類に直接河床で捕食されたの

であろうと推定される。以上のことから，カジカ属 2種は流下する水生昆虫を摂食するだけでな

く，種類によっては直接河床からも摂食すると考えられる。
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カジカ属 2種は，生息地点別の餌選択指数で示されたように(表 6)，種間および同種の生息場

所集団間で水生昆虫に対する利用の度合を幾分異にする。まず，同種の生息集団聞の相違をハナ

カジカについて見ると， St.2ではコカゲロウ属などの遊泳型蜂勝目幼虫を多量に摂食していたの

に対して， St.3では極めて少量しか摂食していなかった。流れが速く，早瀬が発達している St.2 

では夏期世代幼虫が豊富に分布することに加え，蜂勝目幼虫の流下が起こり易い。これに対して，

St.3では夏期世代が乏しい上に，水量が少なく流速が小さいことから蜂勝目幼虫の流下が生じに

くL、。従って，カジカ属 2種の生息、場所集団間でみられた食性の違いは，水生昆虫相とその現存

量の地点間での違いと共に，流速などの河川環境条件の違いに基づく水生昆虫の流下状態の相違

によってもたらされたと推測される。この考えは，傭旬型蜂勝目幼虫のうち，先に述べたように

滑行的生活型に属するエルモンヒラタカゲロウ，シロタニガワカゲロウなどのハナカジカにとっ

ての利用容易性が Sも.2とSt.3の間で異なることからも支持される。

一方，カンキョウカジカとハナカジカが共存する St.2において，夏期に 2種が異なる生態型の

水生昆虫幼虫を利用する，つまり前者は流下型昆虫を，後者は底生型昆虫を主に摂食することが

認められた。この近縁 2種聞にみられた食性の相違の原因としては， 1)両種聞の餌生物への選好

性に違いが存在すること(食い分け)に起因する，あるいは 2)両種間にミクロな摂餌場所の違

いが存在すること(棲み分け)に起因する，という 2つの可能性が検討されなければらない(菊

池， 1974)。まず， 1)については， St.lにおいてカンキョウカジカは流下型と底生型の水生昆虫を

ほぼ等しい割合で摂食していたこと，および St.2でのハナカジカが 6月29日の増水時に流下型

の昆虫を多量に摂食していたという事実から，その可能性は低いと判断される。これに対して， 2)

については，共存域で 2種はミクロハビタートを異にするという報告(後藤， 1977， 1981)，およ

び各個体の胃内容物の組成は摂食していた河床の位置によって決まるようだという本研究結果か

ら，これが 2種間の食性の違いの主要な原因であろうと考えられる。換言すれば，カンキョウカ

ジカとハナカジカとの聞に，摂餌習性そのものには顕著な相違はないと言うことができる。

以上に述べたことから，カンキョウカジカとハナカジカはいずれも，餌生物の利用容易性に基

づいて水生昆虫を中心とした水生動物を摂食しており，それらを流下を介しても，また直接河床

からも摂食する。そして，共存域では夏期に棲み分けることによって餌生物組成を異にするが，冬

期には低水温下で活動が不活発になるに伴い棲み分けが解消され，餌組成が類似するようになる。

このことは，カジカ属 2種の食性が，生息場所の水生昆虫相とその現存量および物理的環境条件

だけでなく，これらカジカ類の種間関係の状態にも影響を受けることを示唆する。

要 約

北海道南部の大当別川において， 1976年 5月から 12月までの期間に水生昆虫相とその現存量

を調査した。また，同河川に生息する底生魚カンキョウカジカとハナカジカの食性を併せて調査

した。その結果，以下のことが明らかになった。

1. 水生昆虫は 7目33科 68種が記録された。水生昆虫の現存量は一般に春期に高く，秋期に低

い値を示した。

2. カンキョウカジカとハナカジカの胃内容物は，大部分水生昆虫の幼虫によって占められて

いた。両種の胃の充満度は春期に高く，夏期および秋期に低かった。この季節変化は水生昆虫の

現存量の季節変化とよく一致した。

3. カンキョウカジカとハナカジカの肥満度は春期に低く，夏期に高い値を示した。このカジカ

類の成長には水生昆虫の夏期世代が重要な役割を果たすことが示唆された。

4. カンキョウカジカとハナカジカは水生昆虫を中心とした餌生物をその利用容易性に基づい
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て摂食しており， 2種間の摂餌習性そのものに顕著な相違は認められなかった。そして，両種は水

生昆虫を，流下を介しても，直接河床からも捕食することが示唆された。

5. 2種の共存域 (St.2)で、は，夏期に両種は棲み分けを示し，その結果餌生物組成に明瞭な差

異が認められた。つまり，カンキョウカジカは流下型昆虫を，一方ハナカジカは底生型昆虫を主

に摂食した。しかし，冬期には棲み分けが解消され，餌生物組成は両種間で類似した。

6. 以上の結果から，カジカ属 2種聞の食性にみられた相違は，食い分けに起因するのではな

く， ミクロな生息場所の違い(棲み分け)に基づいて生じると考えられた。
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